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１
９
９
０
年
、
シ
チ
ズ
ン

時
計
（
現
・
シ
チ
ズ
ン
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
が
創
立
６０

周
年
の
記
念
企
画
と
し
て
創

設
。
市
民
社
会
の
魅
力
づ
く

り
に
役
立
つ
永
続
性
の
あ
る

企
画
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で

ス
タ
ー
ト
。

社
名
の
「
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｚ
Ｅ

Ｎ
（
市
民
）」
に
ち
な
ん
で
、

市
民
社
会
に
感
動
を
与
え
た

�
無
名
の
良
き
市
民
�
を
毎

年
３
人
（
グ
ル
ー
プ
）
を
選

出
、
表
彰
す
る
年
間
賞
。

無
名
の
市
民
を
、
幅
広
い

視
点
で
評
価
、
顕
彰
す
る
の

が
特
徴
。
「
シ
チ
ズ
ン
・
オ

ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
の
候
補
に

な
り
そ
う
な
人
物
・
グ
ル
ー

プ
の
記
事
を
、
全
国
紙
５
紙

（
朝
日
、毎
日
、読
売
、産
経
、

日
経
）
の
東
京
本
社
版
と
大

阪
本
社
版
、ブ
ロ
ッ
ク
紙（
北

海
道
、
河
北
、
東
京
、
中
日
、

西
日
本
）
の
計
１０
紙
を
基
本

に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
年

間
で
約
２
０
０
～
３
０
０
本

の
記
事
を
、

終
的
に
４０
本

程
度
に
絞
り
込
み
選
考
委
員

会
に
か
け
る
。
選
考
委
員
は

全
国
紙
５
紙
の
歴
代
東
京
本

社
社
会
部
長
と
各
界
の
女
性

３
人
の
計
８
人
に
依
頼
。
１

月
初
旬
に
開
催
す
る
選
考
会

で
決
定
し
、
同
月
末
に
受
賞

者
を
都
内
に
招
い
て
表
彰
式

を
行
い
ま
す
。
賞
金
１
０
０

万
円
と
時
計
を
贈
る
。

近藤理事長が年頭表明

「第２５回シチズン・オブ・ザイヤー２０１４年度」の受賞者左から
阪井ひとみ氏、本間錦一氏、原田遼太郎氏（父）、高山良二氏

東
京
時
計
宝
石
眼
鏡
小
売

協
同
組
合
（
近
藤
千
佳
之
理

事
長
）
は
、
１
月
１６
日
に
ウ

オ
ッ
チ
・
ジ
ャ
パ
ン
�株
、
ジ

ュ
エ
リ
ー
・
ア
ン
ド
・
ワ
ー

ル
ド
タ
イ
ム
�株
、
オ
プ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
�株
の
新
年
合
同
賀

詞
交
歓
会
を
東
京
都
台
東
区

池
之
端
の
上
野
東
天
紅
で
約

１
０
０
人
の
関
係
者
が
参
加

し
て
開
か
れ
た
。

主
催
者
代
表
で
挨
拶
に
た

っ
た
近
藤
理
事
長
は
、

初

に
「
年
々
、
会
員
が
減
っ
て

い
ま
す
。
ジ
ョ
ウ
・
ジ
ャ
パ

ン
で
も
同
様
で
、
一
時
期
１

３
０
０
人
以
上
居
た
会
員

が
、
現
在
で
は
６
０
０
人
に

減
っ
て
い
ま
す
」と
し
、「
今

後
は
、
組
織
を
強
く
す
る
こ

と
を
目
標
に
、
東
京
時
計
宝

石
眼
鏡
小
売
協
同
組
合
と
ジ

ョ
ウ
・
ジ
ャ
パ
ン
を
融
合
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し

た
。そ

し
て
「
１
年
以
内
に
両

者
の
融
合
と
統
一
を
実
現
さ

せ
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

東
京
組
合
の
地
固
め
を
ま
ず

や
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
各

団
体
・
会
社
に
協
力
を
い
た

だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
」
と
締
め
く
く
っ

た
。こ

の
あ
と
、
来
賓
の
祝
辞

と
し
て
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ

�株
の
梅
本
副
社
長
が
「
世
界

の
情
勢
を
見
て
も
今
年
は
大

変
な
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

国
内
の
消
費
も
ま
だ
ら
模
様

で
す
が
、
景
気
回
復
を
期
待

し
て
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
し
た
。

さ
ら
に
�株
商
工
組
合
中
央

金
庫
上
野
支
店
の
大
井
支
店

長
が
来
賓
挨
拶
を
行
い
、
シ

チ
ズ
ン
時
計
�株
の
竹
内
取
締

役
が
乾
杯
の
発
声
を
行
い
、

歓
談
へ
と
移
っ
た
。

し
ば
ら
く
新
春
の
挨
拶
と

業
界
の
発
展
な
ど
に
話
の
華

が
咲
き
、
ウ
オ
ッ
チ
・
ジ
ャ

パ
ン
�株
の
井
上
取
締
役
が
中

締
め
を
行
い
、
三
々
五
々
に

解
散
と
な
っ
た
。

シ
チ
ズ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
�株
（
東
京
都
田
無
市
、

戸
倉
敏
夫
社
長
）
が
、
市
民

社
会
に
感
動
を
与
え
た
�
無

名
の
良
き
市
民
�
を
毎
年
３

人
（
グ
ル
ー
プ
）
選
出
、
表

彰
す
る
「
第
２５
回
シ
チ
ズ
ン

・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
（
２

０
１
４
年
度
）
」
の
表
彰
式

が
１
月
２９
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
本
賞

は
阪
井
ひ
と
み
氏
、
本
間
錦

一
氏
、
原
田
遼
太
郎
氏
（
本

人
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
会
議
で

欠
席
、
父
親
が
代
理
出
席
）

の
３
人
に
加
え
、
賞
創
設
２５

周
年
記
念
と
し
て
、
シ
チ
ズ

ン
社
員
が
選
ぶ
「
シ
チ
ズ
ン

特
別
賞
」
を
設
け
、
高
山
良

二
氏
の
１
人
を
選
出
し
た

（
受
賞
理
由
等
は
別
掲
）。

表
彰
式
で
挨

拶
に
立
っ
た
戸

倉
敏
夫
社
長
は

「
今
回
選
出
し

た
方
々
の
活
動

か
ら
今
後
の
生

き
方
を
見
つ
め

直
す
き
っ
か
け

に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
有
難
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
シ
チ
ズ
ン
で
は
、
引
き

続
き
社
会
に
感
動
を
与
え
た

人
た
ち
を
表
彰
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
し
た
。

こ
の
あ
と
、
受
賞
者
４
人

が
発
表
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り

の
活
動
内
容
が
画
面
で
紹
介

さ
れ
、
表
彰
状
と
副
賞
と
し

て
シ
チ
ズ
ン
製
の
時
計
が
戸

倉
社
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
。

特
別
賞
講
評
、
本
賞
講
評

の
後
、
受
賞
者
の
ス
ピ
ー
チ

が
行
わ
れ
、
書
道
家
の
武
田

双
雲
氏
か
ら
一
人
ひ
と
り
に

揮
毫
が
贈
ら
れ
た
。

感動の授賞式には多くの人達が集まった。
右上写真は挨拶する戸倉敏夫社長

【阪井ひとみ】昭和３４年７月２日生まれ（５５

歳）。精神障害者など社会的弱者が地域でいか

に生きていくか、大きな問題である。行政など

の公の手が届かないところを市民が支援の仕組

みを作り実践している。シチズンから贈られた

時計は、カラクリ電波時計。揮毫の文字は「環」。

【本間錦一】昭和２年５月１９日生まれ（８７歳）。

水難救助隊長として４０年、今なお第一線で命を

救い続けている。また多くの後進を育成してき

た。シチズンから贈られた時計は、プロマイス

ターダイバーズウオッチ。揮毫の野文字は「錦」。

【原田燎太郎】昭和５３年２月１０日生まれ（３６

歳）。ハンセン病に対する差別は世界共通。中

国のハンセン病快復村でボランティアとして１０

年間、日中の学生ボランティアも巻き込んで元

患者たちへの支援を続けている。シチズンから

贈られた時計は、シチズンエコドライブウオッ

チ。揮毫の文字は「燎」。

【高山良二】昭和２２年５月９日生まれ（６７歳）。

１０年以上もの間、危険を覚悟してカンボジアで

地雷処理活動と地域人とともに自立的な復興に

も支援の活動を続けている。シチズンから贈ら

れた時計は、シチズンエコドライブウオッチ。

揮毫の文字は「拓」。

◎
第
２５
回
シ
チ
ズ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
決
ま
る
…
…
１
面

◎
各
団
体
で
新
年
会
開
く
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
面

◎
眼
鏡
記
者
会

新
年
賀
詞
交
換
会
開
く
…
…
…
…
…
…
３
面

◎
第
２６
回
国
際
宝
飾
展
盛
大
に
開
催
…
…
…
…
…
…
…
…
４
面

今今号号のの主主なな話話題題

力強く挨拶する高橋会長

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

（
丸
山
朝
会
長
）
で
は
、
１

月
１６
日
に
、
去
る
９
日
に
精

養
軒
で
行
わ
れ
た
第
７
回
理

事
会
の
概
要
を
記
者
発
表
し

た
。そ

れ
に
よ
る
と
、
法
人
個

人
正
会
員
９
社
、
団
体
正
会

員
１
団
体
の
新
規
入
会
が
承

認
さ
れ
、
平
成
２６
年
１１
月
末

現
在
の
個
人
・
法
人
正
会
員

は
８
０
７
社
と
な
っ
た
。
こ

の
中
に
は
、
高
知
県
の
日
本

珊
瑚
商
工
協
同
組
合
も
含
ま

れ
て
い
る
。

な
お
、
新
入
会
員
は
、
総

会
へ
の
出
席
を
促
し
、
総
会

の
場
で
紹
介
す
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
る
。

役
員
選
考
会
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
は
、
１１
月
１０
日
に

立
候
補
・
推
薦
を
締
め
切
り
、

選
考
を
行
っ
て
お
り
、
来
月

中
に
は
報
告
で
き
る
、
と
し

て
い
る
。
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ

イ
ン
ア
ワ
ー
ド
の
作
品
展
示

に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て
い

た
上
野
の
森
美
術
館
は
、
警

備
上
の
問
題
が
あ
り
中
止
と

な
っ
た
。
別
の
場
所
を
当
た

っ
て
お
り
、
今
月
中
に
結
論

を
出
す
、
と
し
て
い
る
。

新年会の壇上に勢揃いしたＪＴＯ役員

ジ
ュ
エ
リ
ー
タ
ウ
ン
お
か

ち
ま
ち
（
Ｊ
Ｔ
О
、
高
橋
隆

之
会
長
）
は
、
新
年
会
を
１

月
２７
日
午
後
６
時
半
か
ら
東

京
・
東
上
野
の
オ
ー
ラ
ム
で

開
催
、
社
員
総
出
の
会
員
の

ほ
か
台
東
区
、
上
野
警
察
署

お
よ
び
地
元
町
会
な
ど
日
頃

か
ら
連
携
す
る
各
方
面
の
来

賓
を
含
め
１
０
０
人
近
く
が

出
席
す
る
中
、
親
睦
を
深
め

明
日
へ
の
鋭
気
を
養
っ
た
。

新
年
会
は
田
中
勇
総
務
部

長
の
司
会
で
始
ま
り
、
高
橋

会
長
が
あ
い
さ
つ
。
新
年
会

の
前
の
週
に
開
催
さ
れ
た
国

際
宝
飾
展
（
Ｉ
Ｊ
Ｔ
２
０
１

５
）
の
活
気
に
つ
い
て
「
と

く
に
中
国
系
の
バ
イ
ヤ
ー
の

パ
ワ
ー
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は

本
当
に
驚
か
さ
れ
大
き
く
刺

激
を
受
け
た
が
、そ
の
反
面
、

私
た
ち
日
本
人
も
負
け
て
は

い
ら
れ
な
い
と
競
争
心
が
湧

い
て
来
た
の
も
事
実
で
あ

る
。
今
年
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
経
済
効
果
が
や
っ
と
浸
透

し
て
来
て
、
円
高
や
大
手
企

業
の
業
績
ア
ッ
プ
、
賃
金
の

上
昇
な
ど
景
気
回
復
の
好
循

環
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
そ

の
流
れ
が
我
が
宝
飾
業
界
並

び
に
Ｊ
Ｔ
О
の
皆
様
に
も
明

る
い
未
来
を
運
ん
で
く
れ
る

も
の
と
信
じ
て
い
る
。
今
年

は
や
っ
と
出
番
が
来
た
ぞ
、

ぼ
ち
ぼ
ち
忙
し
く
な
っ
て
来

た
ね
と
な
る
よ
う
皆
様
の
ご

協
力
を
得
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」と
前
向
き
に
述
べ
た
。

高
橋
会
長
は
ま
た
、
Ｊ
Ｔ

О
の
新
年
会
に
例
年
欠
か
さ

ず
出
席
し
て
い
た
台
東
区
の

吉
住
弘
区
長
が
１
月
７
日
に

死
去
し
た
こ
と
に
触
れ
「
Ｊ

Ｔ
О
を
台
東
区
の
地
場
産
業

と
し
て
ご
認
可
い
た
だ
き
多

大
な
る
支
援
を
い
た
だ
い

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た

い
」と
あ
い
さ
つ
を
結
ん
だ
。

続
い
て
台
東
区
役
所
文
化

産
業
観
光
部
長
の
太
田
清
明

氏
が
来
賓
と
し
て
あ
い
さ

つ
。
「
Ｊ
Ｔ
О
の
皆
様
に
は

日
頃
か
ら
台
東
区
の
発
展
や

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
に

多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
区
の
主
要
な
地
場

産
業
で
あ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
の

集
積
地
と
し
て
の
活
動
に
深

く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
、

区
と
し
て
も
今
後
と
も
積
極

的
に
応
援
し
た
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
、
亡
く
な
っ
た
吉

住
区
長
に
つ
い
て
「
２
０
２

０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
が
決
ま
っ
た
際
、
全

世
界
か
ら
台
東
区
に
人
を
集

め
よ
う
と
職
員
に
号
令
を
か

け
檄
を
飛
ば
し
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
る
」
と
偲
ん
だ
。

ま
た
、
上
野
警
察
署
副
署

長
の
井
澤
正
氏
も
来
賓
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
が
、
管
内
の

治
安
に
つ
い
て
「
昨
年
は
強

盗
事
件
が
１１
件
発
生
し
た

が
。全
て
犯
人
を
逮
捕
し
た
。

こ
れ
は
街
中
に
張
り
巡
ら
し

て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像

を
追
跡
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協

力
あ
っ
て
の
こ
と
」
と
述
べ

た
。
井
澤
氏
は
１
月
２９
日
に

上
野
警
察
署
を
離
任
し
伊
豆

七
島
の
新
島
へ
と
赴
任
す
る

が
「
上
野
で
は
本
当
に
心
触

れ
合
う
お
付
き
合
い
を
し
て

い
た
だ
い
た
」
と
感
謝
の
意

を
表
し
た
。

続
い
て
Ｊ
Ｔ
О
の
役
員
を

長
年
務
め
会
の
発
展
に
尽
く

し
た
下
村
善
廣
氏
（
ナ
オ
ム

ラ
プ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
と
小

宮
尚
孝
氏
（
石
福
ジ
ュ
エ
リ

ー
パ
ー
ツ
）
に
高
橋
会
長
か

ら
感
謝
状
を
贈
呈
。

乾
杯
の
発
声
は
亀
山
実
名

誉
会
長
が
元
気
良
く
行
い
開

宴
。
和
や
か
に
歓
談
が
続
く

中
、
抽
選
会
も
行
わ
れ
た
あ

と
、
壇
上
に
Ｊ
Ｔ
О
役
員
が

勢
揃
い
。
事
務
局
に
も
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
、

熊
野
順
一
副
会
長
が
新
年
会

を
締
め
て
散
会
し
た
。

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

は
、
２
月
１９
日
１５
時
～
１７
時

に
Ｊ
Ｊ
Ａ
会
員
・
Ｊ
Ｃ
資
格

者
を
対
象
に
６０
人
限
定
で

「
お
客
様
に
選
ば
れ
る
販
売

員
の
接
客
術
」
セ
ミ
ナ
ー
を

Ｊ
Ｊ
Ａ
会
館
で
開
催
。

ジ
ュ
エ
リ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
１
級
の
前
田
妙
氏
を

講
師
に
、
販
売
員
に
求
め
ら

れ
る
お
客
様
を
観
る
力
と
商

品
を
見
る
力
な
ど
役
立
つ
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
紹
介
。

問
い
合
せ
は
、
Ｊ
Ｊ
Ａ
事

務
局
�
０３
―
３
８
３
５
―
８

５
６
７
ま
で
。

参
加
費
無
料
、
定
員
に
達

し
次
第
締
め
切
り
と
な
る
。
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円相場

１１７．１６円
１１８．２４〃
１１７．６５〃
１１７．９９〃
１１８．２１〃
１１８．１６〃
１１８．０３〃
１１８．１３〃
１１７．６９〃
１１７．８９〃
１１７．５８〃
１１７．２２〃
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―田中貴金属工業�株調べ―

銀

７５．９２円
７５．４９〃
７７．００〃
７７．４３〃
７８．６２〃
７８．１９〃
７６．７８〃
７７．１１〃
７６．６８〃
７２．９０〃
７３．２２〃
７３．３３〃

Pt

５，２３１円
５，２１８〃
５，３０８〃
５，２７７〃
５，３２２〃
５，２６５〃
５，２０３〃
５，２３４〃
５，１８９〃
５，１０５〃
５，１１１〃
５，０８４〃

金

５，２４９円
５，２４６〃
５，３４４〃
５，３１７〃
５，３８３〃
５，３２３〃
５，２８７〃
５，３２２〃
５，２８０〃
５，２１２〃
５，２５４〃
５，２３２〃

日 付

１月１９日�月
２０日�火
２１日�水
２２日�木
２３日�金
２６日�月
２７日�火
２８日�水
２９日�木
３０日�金

２月２日�月
３日�火

貴金属地金相場旬報

ＯＳＡＫＡ

０６―６２４４―２０００

ＴＯＫＹＯ

０３―３５７２―０００４

第２５回

シ
チ
ズ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー

市市民民社社会会にに感感動動をを与与
ええたた無無名名のの良良きき市市民民

４
氏
が
受
賞

阪
井
ひ
と
み
氏

本
間

錦
一
氏

原
田
遼
太
郎
氏

高
山

良
二
氏

特
別
賞

本 賞

４
氏
の
活
動
か
ら
今
後
の

生
き
方
を
見
つ
め
直
す
き

っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば

戸倉社長

台
東
区
、上
野
警
察
署
、

地
元
町
会
か
ら
も
参
集

高橋会長「やっと出番が来たぞ」となる様に

元気良く「ジュエリータウンおかちまち」新年会

受賞４氏の受賞理由

Ｊ
Ｊ
Ａ

接
客
セ
ミ
ナ
ー
開
催

時
計
工
藝
新
聞
購
読
と
広
告
掲
載
の
お
申
し
込
み
は
�
０
３
�
３
８
３
４
�
４
８
８
６
ま
で

ＪＪ
ＪＪ
ＡＡ
第第
７７
回回
理理
事事
会会
のの
概概
要要

個
人
・
法
人
正
会
員
は
８
０
７
社
に

シ
チ
ズ
ン
・
オ
ブ
・

ザ
・
イ
ヤ
ー
と
は

近藤理事長が表明
「１年以内に必ず」

東
京
時
計
宝
石
眼
鏡
小
売
協
同
と

ジ
ョ
ウ
・
ジ
ャ
パ
ン
を
融
合
統
一
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大
阪
ジ
ュ
エ
リ
ー
工
芸
協

同
組
合（
藤
木
久
幸
理
事
長
）

は
、
１
月
１０
日
午
後
６
時
か

ら
道
頓
堀
の
敦
煌
で
「
第
５０

回
大
阪
ジ
ュ
エ
リ
ー
工
芸
協

同
組
合
新
年
会
」
を
開
催
し

た
。開

会
冒
頭
、
藤
本
理
事
長

は
、
新
年
に
組
合
員
様
、
衆

議
院
議
員
左
藤
章
先
生
、
御

来
賓
の
皆
様
の
御
臨
席
を
賜

り
記
念
の
第
５０
回
目
の
新
年

会
が
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開

催
で
き
ま
す
事
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

平
素
は
何
か
と
組
合
事
業
に

多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
衷
心
よ
り
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

年
の
初
め
に
皆
様
に
大
変

お
め
で
た
い
お
知
ら
せ
が
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
暮
の
衆
議

院
選
挙
に
て
当
組
合
顧
問
の

左
藤
章
先
生
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
景
気
見
通

し
で
す
が
、
帝
国
デ
ー
タ
バ

ン
ク
の
調
査
で
規
模
別
で

「
回
復
」
に
回
答
は
「
大
企

業
」
１６
・
９
％
、
「
中
小
企

業
」
１３
・
０
％
。
「
悪
化
」

に
回
答
は
「
大
企
業
」
２１
・

５
％
、
「
中
小
企
業
」
２６
・

８
％
で
、
規
模
の
小
さ
い
企

業
ほ
ど
２
０
１
５
年
の
景
気

を
厳
し
く
見
て
い
る
。
業
界

別
で
は
、
「
小
売
」
、
「
運
輸

・
倉
庫
」、
「
建
設
」、「
卸
売
」

な
ど
で
、
「
回
復
」
と
見
込

む
企
業
よ
り
「
悪
化
」
と
見

込
む
企
業
の
比
率
が
大
き
く

上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
景
気
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
懸
念
材
料
は
「
為

替
」
円
安
５５
％
、
「
素
材
価

格
」の
上
昇
も
高
水
準
、「
消

費
税
別
」は
３
位
に
挙
が
り
、

税
制
面
か
ら
の
個
人
消
費
低

迷
を
懸
念
す
る
見
方
も
多

い
。
さ
ら
に
、
回
答
企
業
５

社
に
１
社
が
「
人
手
不
足
」

を
景
気
悪
化
の
懸
念
材
料
に

挙
げ
て
い
る
。
「
建
設
」
４６

・
７
％
、
「
運
輸
・
倉
庫
」

３３
・
８
％
と
高
く
、
「
人
手

不
足
か
ら
新
規
業
務
を
獲
得

で
き
な
い
」
と
の
企
業
が
多

い
。
私
達
業
界
で
は
う
ら
や

ま
し
い
事
で
あ
る
。

総
じ
て
、
企
業
は
２
０
１

５
年
景
気
を
左
右
す
る
要
因

と
し
て
、
円
安
や
そ
れ
に
と

も
な
う
資
源
高
、消
費
税
制
、

人
手
不
足
な
ど
に
対
す
る
懸

念
を
抱
い
て
い
る
。
今
後
、

景
気
回
復
に
必
要
な
政
策
で

は
、
「
個
人
消
費
拡
大
策
」

４６
・
５
％
で

多
。
次
に「
所

得
の
増
加
」、「
個
人
向
け
減

税
」
と
個
人
消
費
関
連
が
上

位
３
項
目
を
占
め
て
い
る
。

昨
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
が
長

引
き
、
今
後
の
景
気
回
復
に

は
個
人
消
費
の
拡
大
が

大

の
課
題
で
あ
る
と
据
え
て
い

る
。
第
４
位
は
「
法
人
向
け

減
税
」
と
な
り
、
企
業
の
収

益
力
拡
大
、
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス

を
行
い
や
す
い
環
境
の
整
備

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

近
畿
企
業
の
景
況
感
は
４

カ
月
連
続
悪
化
の
ほ
か
、
日

本
全
体
に
景
気
減
速
感
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
総
選
挙
後

の
内
閣
は
、
減
速
経
済
を
再

浮
上
さ
せ
る
景
気
回
復
を
第

１
の
使
命
と
し
た
政
策
を
待

っ
た
な
し
で
真
っ
先
に
実
行

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
「
大
胆
な

金
融
政
策
」
「
機
動
的
な
財

政
政
策
」
「
民
間
投
資
を
喚

起
す
る
成
長
戦
略
」
を
３
本

柱
と
し
て
デ
フ
レ
脱
却
、
雇

用
・
所
得
拡
大
を
目
指
す
。

本
年
こ
そ
総
仕
上
げ
の
年
度

で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

�
対
策
や
如
何
に
�

私
達
を
と
り
ま
く
環
境
は

ま
だ
ま
だ
厳
冬
で
あ
り
ま

す
。
４
、
５
年
前
に
も
お
話

を
し
ま
し
た
。
国
内
需
要
拡

大
に
は
海
外
ブ
ラ
ン
ド
商
品

に
負
け
な
い
感
性
を
持
ち
え

た
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の

発
信
が

重
要
課
題
で
あ

り
、
そ
の
原
動
力
は
若
い
人

の
新
鮮
な
想
像
力
を
進
ん
で

受
け
入
れ
る
時
代
だ
と
思
い

ま
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ク
ラ

フ
ト
学
校
、
専
門
学
校
で
技

術
取
得
後
、
果
た
し
て
何
人

の
方
が
業
界
で
自
立
し
て
行

け
る
だ
ろ
う
か
。
希
望
を
持

ち
業
界
入
り
し
て
来
る
若
い

技
術
者
の
為
に
今
一
度
、
国

や
組
合
等
団
体
が
三
位
一
体

と
な
り
今
以
上
、
真
剣
に
取

り
組
み
、
「
夢
あ
る
業
界
の

構
築
」
に
努
力
し
若
者
た
ち

の
活
躍
で
き
る
場
を
作
ら
な

い
限
り
業
界
の
活
性
化
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

厳
冬
に
耐
え
抜
き
蕾
を
大

き
く
膨
ら
ま
し
早
春
に
パ
ッ

ト
咲
く
桜
の
華
の
如
く
…
冬

の
後
に
は
必
ず
春
が
お
と
ず

れ
る
。

今
年
も
年
頭
に
明
る
い
報

告
が
出
来
ま
す
事
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
に
続

き
今
年
も
、
な
に
わ
の
名
工

が
誕
生
し
ま
し
た
。
技
稜
会

会
員
・
丸
川
正
剛
様
、
な
に

わ
の
名
工
・
若
葉
賞
に
多
田

商
店
・
多
田
一
歩
様
、
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
の
皆
様
来
期

も
、
な
に
わ
の
名
工
・
若
菜

賞
、
な
に
わ
の
名
工
、
現
在

の
名
工
に
果
敢
に
挑
戦
し
て

頂
き
た
い
。

私
達
の
組
合
は
明
る
い
話

題
が
次
々
と
毎
年
誕
生
し
て

い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

組
合
員
が
幸
せ
に
な
る
よ
う

に
理
事
一
同
、
一
丸
と
な
り

お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

組
合
は
本
年
４
月
１
日
か

ら
第
５１
期
を
迎
え
ま
す
。
組

合
員
一
同
、
更
な
る
団
結
を

し
、
相
互
の
交
流
を
深
め
て

励
ま
し
合
い
、
助
け
合
い
、

こ
の
不
況
を
跳
ね
飛
ば
し
ビ

ジ
ネ
ス
の
大
輪
を
咲
か
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
組
合

員
の
皆
様
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
今
年
も
何
と
ぞ
ご
臨

席
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
と
挨
拶

し
、
来
賓
代
表
の
祝
辞
に
次

い
で
出
席
来
賓
が
紹
介
さ

れ
、
次
に
、
な
に
わ
の
名
工

（
丸
川
正
剛
）
、
な
に
わ
の

名
工「
若
菜
賞
」多
田
一
歩
、

お
お
さ
か
も
の
づ
く
り
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
２
０
１
４
「
第
２

回
ジ
ュ
エ
リ
ー
作
品
コ
ン
ク

ー
ル
」
、
第
１１
回
大
阪
ジ
ュ

エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
次
に

日
本
宝
石
協
同
組
合
片
岡
清

人
理
事
長
の
発
生
で
乾
杯
し

祝
宴
に
移
り
歓
談
し
た
。

協
同
組
合
日
本
ゴ
ー
ル
ド

チ
ェ
ー
ン
（
武
内
佐
忠
理
事

長
）
は
、
１
月
２０
日
に
東
京

都
港
区
の
品
川
グ
ー
ス
に
１

２
６
人
が
参
集
し
、
新
年
恒

例
の
賀
詞
交
歓
会
を
開
い

た
。石

岡
副
理
事
長
の
開
会
の

辞
に
続
い
て
武
内
理
事
長
は

「
日
本
ゴ
ー
ル
ド
チ
ェ
ン
の

業
績
は
、
昨
年
対
比
１
５
５

％
で
し
た
。
今
年
は
緩
や
か

な
回
復
を
期
待
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
１
年
を
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
来
賓
の
日
本
ジ
ュ

エ
リ
ー
協
会
・
丸
山
会
長
は

「
こ
の
会
場
を
見
渡
し
て
み

る
と
若
い
人
が
多
い
。
ぜ
ひ

こ
の
方
た
ち
に
Ｊ
Ｊ
Ａ
に
も

協
力
し
て
欲
し
い
。
業
界
が

よ
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
ゴ

ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
人
た
ち

が
業
界
を
引
っ
張
っ
て
い
っ

て
欲
し
い
」
と
し
た
。

乾
杯
の
発
声
で
は
東
京
貴

宝
の
中
川
社
長
が
「
ゴ
ー
ル

ド
チ
ェ
ー
ン
の
方
々
は
、
常

に
協
力
し
、
未
来
に
向
か
う

同
士
で
あ
る
」
と
述
べ
乾
杯

し
た
。

続
い
て
黒
田
ア
ー
サ
ー
氏

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
、
歓
談
に
移
り
、
懇
親
を

深
め
、
川
澄
理
事
の
中
締
め

が
行
わ
れ
散
会
し
た
。

武内理事長が年頭の挨拶

私
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
う
も
の
が
苦
手

だ
。
苦
手
と
い
う
よ

り
元
々
不
器
用
な
事

も
あ
っ
て
テ
ク
ニ
ッ

ク
自
体
持
っ
て
い
な

い
と
い
っ
て
も
い

い
。と
い
う
わ
け
で
、

人
一
倍
行
動
で
技
術

を
カ
バ
ー
し
て
来

た
。
勿
論
テ
ク
ニ
ッ

ク
が
な
い
イ
コ
ー
ル

考
え
な
い
と
い
う
訳

で
は
な
い
。
む
し
ろ

少
な
い
知
識
を
補
う

為
に
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
し
、

必
要
と
思
わ
れ
る
事
に
つ
い
て
は
、
と
こ

と
ん
突
き
詰
め
た
知
識
を
取
り
入
れ
て
来

た
つ
も
り
だ
。
も
し
私
が
色
々
な
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
持
っ
て
い
た
な
ら
、
こ
れ
ま
で
の

人
生
も
う
少
し
楽
に
生
き
る
事
が
出
来
た

の
か
も
知
れ
な
い
が
、
改
め
て
思
い
返
し

て
み
る
と
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
な
い
御
蔭
で

無
骨
な
が
ら
も
、
少
し
は
個
性
を
持
っ
た

今
が
あ
る
と
思
う
。

私
は
毎
年
こ
こ
何
年
か
テ
ー
マ
を
決
め

て
、
そ
れ
を
四
字
熟
語
に
置
き
換
え
て
い

る
。
で
は
今
年
は
ど
ん
な
思
い
で
あ
る
か

と
言
え
ば
、
「
知
行
合
一
」
と
い
う
言
葉

が
一
番
し
っ
く
り
来
る
。
こ
れ
は
知
る
事

は
必
ず
実
行
を
伴
い
、
知
と
行
は
表
裏
一

体
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
語
源
は

明
の
時
代
の
王
陽
明
の
唱
え
た
儒
学
の
思

想
か
ら
来
て
い
る
言
葉
で
あ
る
が
、
知
識

を
い
く
ら
蓄
え
て
も
、
そ
れ
を
行
動
に
起

こ
す
事
が
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
い
う

考
え
は
、
私
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
考

え
方
で
あ
る
と
言
え
る
。
小
手
先
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
持
っ
て
、
行
動
を
軽
く
す
る
事

は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
行
動
が
そ
の
先
に

あ
っ
て
こ
そ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
述

し
た
通
り
私
自
身
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
う

作
業
に
疎
い
た
め
、
行
動
に
移
す
際
に
少

し
不
格
好
に
は
な
っ
て
し
ま
う
が
、
７０
年

以
上
な
ん
と
か
こ
の
世

に
し
が
み
つ
い
て
来
る

こ
と
が
出
来
た
の
も
、

知
の
先
に
行
を
必
ず
置

い
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
昨
今
、
今
一
度
意
思
を

実
行
出
来
て
い
る
事
を
確
認
し
、
知
行
合

一
出
来
て
い
る
か
、
思
い
直
し
て
み
て
は

如
何
だ
ろ
う
か
。

（
本
澤
康
之
）

新年の挨拶で熱い思いを語る藤本理事
長来賓のＪＪＡ丸山会長

協
同
組
合
日
本
ゴ
ー
ル
ド

チ
ェ
ー
ン
は
、
１
月
２０
日
に

東
京
都
港
区
の
品
川
グ
ー
ス

で
記
者
会
見
を
開
き
、
相
対

会
議
の
模
様
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
２６
年
８

月
期
の
総
売
り
上
げ
は
５
３

０
億
９
４
０
０
万
円
、
昨
年

対
比
１
０
４
％
だ
っ
た
。
１２

月
の
速
報
値
で
は
２８
億
２
９

０
０
万
円
で
同
１
０
２
・
３

％
と
な
っ
て
い
る
。

店
舗
数
は
３
９
１
店
舗
で

昨
年
よ
り
３
店
舗
増
加
し
て

い
る
。

合同新年会で川越理事長が挨拶

Ｔ
Ｓ
Ｋ

Ｔ
Ｋ
Ｋ

Ｔ
Ａ
Ｋ

Ｎ
Ｆ
Ｊ

平
成
２７
年
４
組
合
合
同
新

年
会
（
東
京
装
身
具
工
業
協

同
組
合
【
Ｔ
Ｓ
Ｋ
】
、
東
京

髪
飾
品
製
造
協
同
組
合
【
Ｔ

Ｋ
Ｋ
】
、
東
京
ア
ク
セ
サ
リ

ー
工
業
協
同
組
合
【
Ｔ
Ｋ

Ａ
】
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
同
組
合

【
Ｎ
Ｆ
Ｊ
】
）
が
、
１
月
２３

日
午
後
６
時
か

ら
浅
草
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
司
会
者
の

開
宴
に
次
い
で
、
４
組
合
を

代
表
し
て
、
当
番
組
合
の
川

越
浩
司
理
事
長
は
「
４
組
合

合
同
新
年
会
も
１０
周
年
と
い

う
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す

が
、
当
番
組
合
と
い
う
こ
と

で
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
昨
年
末
に
は
衆
議
院

選
挙
が
行
わ
れ
自
由
民
主
党

が
苦
戦
の
末
大
勝
し
ま
し
た

が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
方

が
ち
が
う
と
思
い
ま
す
。

我
々
業
界
と
し
て
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
期
待

で
す
。

近
マ
ス
コ
ミ
で
良

く
使
わ
れ
る
言
葉
で
�
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
�
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
海

外
か
ら
の
観
光
客
が
多
勢
来

ま
す
が
、
西
洋
人
は
あ
ま
り

金
を
使
わ
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、

近
は
昔
と
変

わ
っ
て
き
て
、
正
月
の
福
袋

で
も
外
国
人
の
方
が
多
く
買

い
求
め
て
お

り
、
中
に
は

日
本
の
若
者

と
自
分
達
の
気
に
入
っ
た
物

と
交
換
し
て
い
ま
し
た
。
で

す
か
ら
今
年
は
何
か
が
あ
る

年
で
す
か
ら
皆
さ
ん
ガ
ン
バ

リ
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
、

来
賓
を
代
表
し
て
、
東
京
都

中
小
企
業
団
体
中
央
会
三
原

浩
造
労
働
課
課
長
、
台
東
デ

ザ
イ
ナ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
鈴
木

淳
村
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
東

京
装
身
具
工
業
協
同
組
合
中

川
繁
樹
理
事
長
の
発
声
で
乾

杯
、
宴
中
程
で
余
興
の
ダ
ー

ビ
ー
ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
閉
会

し
た
。

日
本
真
珠
振
興
会
（
東
京

都
中
央
区
、大
月
京
一
代
表
）

で
は
、
こ
れ
ま
で
曖
昧
だ
っ

た
真
珠
に
ま
つ
わ
る
価
値
基

準
や
諸
説
を
整
理
し
、
真
珠

の
美
し
さ
を
よ
り
多
く
の
方

に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

日
本
初
の
「
真
珠
検
定
」
を

実
施
す
る
。

同
検
定
で
は
、

自
分
に
適
し
た
真
珠
を
選
択

で
き
る
Ｊ
Ａ
（
ジ
ュ
ニ
ア
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）
講
座
と
、
真

珠
に
関
す
る
正
し
い
知
識
・

価
値
基
準
な
ど
を
持
ち
、
顧

客
に
真
珠
の
魅
力
を
的
確
に

伝
え
て
い
く
こ
と
の
出
来
る

Ｓ
Ａ
（
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）
検
定
講
座
、
更
に
深
い

知
識
と
経
験
を
持
つ
Ｓ
Ｐ

（
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）
検
定

講
座
が
あ
る
。

真
珠
に
興
味
が
あ
る
方
や

真
珠
の
購
入
を
考
え
て
い
る

方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
受
講

で
き
る
。
１
回
の
講
座
で
、

真
珠
が
創
ら
れ
る
様
子
や
、

美
し
さ
の
要
素
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
「
真
珠
の
何

を
見
れ
ば
よ
い
の
か
、
ど
ん

な
真
珠
が
自
分
に
似
合
う
の

か
」
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に

な
る
。

真
珠
を
扱
う
販
売
店
の
方

や
、
真
珠
を
よ
り
詳
し
く
知

り
た
い
方
む
け
の
講
座
も
あ

る
。
１
日
約
６
時
間
の
講
座

で
、
真
珠
の
良
し
悪
し
が
分

か
る
よ
う
に
な
り
、
「
真
珠

の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
」
「
一
人
ひ
と
り
に
似
合

う
真
珠
を
選
択
・
提
案
で
き

る
」
知
識
と
ス
キ
ル
を
習
得

で
き
る
。

▼
Ｊ
Ａ
（
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）
�
真
珠
に
興
味

が
あ
る
方
や
購
入
を
考
え
て

い
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も

受
講
で
き
る
。
１
回
の
Ｊ
Ａ

講
座
受
講
で
認
定
さ
れ
る
。

▼
Ｓ
Ａ
（
シ
ニ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
�
真
珠
を
扱
う
販

売
店
の
方
や
真
珠
を
よ
り
詳

し
く
知
り
た
い
方
む
け
。
Ｓ

Ａ
検
定
講
座
を
受
講
し
、
認

定
試
験
に
合
格
す
る
と
認
定

さ
れ
る
。

▼
Ｓ
Ｐ
（
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
）
�
Ｓ
Ａ
資
格
取
得
者
を

対
象
と
す
る
Ｓ
Ｐ
検
定
講
座

を
受
講
し
、
認
定
試
験
に
合

格
す
る
と
認
定
さ
れ
る
。

東
京
金
銀
器
工
業
協
同
組

合
（
森
將
理
事
長
）
・
東
京

銀
器
工
芸
士
会
（
石
黒
昭
雄

会
長
）
は
、
１
月
２８
日
午
後

６
時
３０
分
か
ら
上
野
精
養
軒

で
平
成
２７
年
新
年
会
を
合
同

で
開
催
し
た
。

新
年
会
は
、
星
谷
悦
雄
常

務
理
事
の
司
会
で
開
会
、
森

將
理
事
長
は
「
昨
年
は
激
動

の
１
年
で
し
た
が
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
や
、
ス
ポ
ー
ツ
で

は
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
、

ス
キ
ー
の
ジ
ャ
ン
プ
、
テ
ニ

ス
と
い
っ
た
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方

で
は
広
島
や
御
嶽
山
の
自
然

災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
我
々

業
者
に
と
っ
て
は
消
費
税
の

値
上
げ
に
よ
る
消
費
低
迷
で

す
。
大
手
企
業
は
円
安
に
よ

る
好
調
な
業
種
も
あ
り
ま
す

が
、
中
小
企
業
は
さ
ほ
ど
の

恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
お
ら

ず
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
は

こ
れ
か
ら
で
す
。
５
年
後
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
で
し

ょ
う
。
又
、
我
々
は
、
区
・

都
・
国
の
恩
恵
を
受
け
て
い

る
団
体
で
も
あ
り
ま
す
。
長

い
歴
史
に
培
っ
た
伝
統
工
芸

士
は
世
界
に
向
け
て
も
良
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
東
京
銀

器
の
為
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
」
と
挨
拶
し
、
次
に
石

黒
昭
雄
会
長
は
「
昨
年
同
様

に
伝
統
工
芸
士
会
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
昨
年

は
３
人
が
受
験
し
て
１
人
が

合
格
し
ま
し
た
。
現
在
の
状

況
に
合
っ
た
部
門
を
広
げ
、

も
っ
と
多
く
の
方
に
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
。
今
年
は
創

作
展
も
行
わ
れ
る
と
の
事
で

す
の
で
ぜ
ひ
す
ば
ら
し
い
作

品
を
多
く
の
方
が
出
品
し
て

下
さ
い
。
本
年
度
も
組
合
の

事
業
に
は
積
極
的
に
協
力
し

て
ま
い
り
ま
す
」と
挨
拶
し
、

来
賓
祝
辞
を
重
要
無
形
文
化

財
保
持
者
、
人
間
国
宝
の
奥

山
峰
石
氏
、
東
京
都
中
小
企

業
団
体
中
央
会
鴨
志
田
弘
行

業
務
課
長
が
述
べ
、
司
会
者

よ
り
来
賓
が
紹
介
さ
れ
、
次

に
、
表
彰
者
並
び
に
上
川
一

男
氏
（
黄
綬
褒
章
）
、
西
山

文
章
氏
（
瑞
宝
単
光
章
）
受

章
の
報
告
に
次
い
で
、
大
淵

武
則
顧
問
の
発
声
で
乾
杯
、

歓
談
し
、
宴
中
程
で
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
上
田
耕

造
監
事
の
中
締
め
、
関
一
夫

監
事
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し

た
。

新
年
会

新年会で今年の決意を表明する森理事長

動
向

今
月
も
、
デ
マ
ン
ト
イ
ド
ガ
ー
ネ
ッ
ト
・
マ
ン
ダ
リ
ン
ガ
ー
ネ
ッ

ト
や
ス
フ
ェ
ー
ン
の
動
き
が
良
か
っ
た
。

他
に
は
、
ト
ル
コ
石
が
あ
る
が
、
金
額
が
高
騰
し
て
い
る
中
で
も
動
き
は
良
く
注

文
も
多
い
が
綺
麗
な
物
の
入
荷
が
少
な
く
注
文
に
応
え
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

今
後
も
ネ
ッ
ト
が
入
っ
て
い
な
い
綺
麗
な
物
は
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
り
金
額
は
高

騰
す
る
ば
か
り
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
五
十
嵐
）

売れ筋ベスト１０

�１ サファイア

�２ ルビー

�３ ガーネット族

�４ スフェーン

�５ ブルージルコン

�６ ペリドット

�７ スピネル

�８ タンザナイト

�９ トルコ石

�１０ オパール

＊２０１５年１月１ヶ月店頭販売（数量伸び率比較）調べ

資料提供�ミユキグループ（ジュエリーおかちまち）

�０３―３８３６―４３３１

中央宝石研究所の各種セミナー

各種セミナー

※上記日程は都合により変更となることがありますので、あらかじめお問い合わ

せの上お申し込みください。

●受講料

・ベーシックコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・ダイヤモンドコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・パールグレーディングコース（１日間）￥１２，０００＋消費税

・宝石鑑別コース（２日間） ￥３０，０００＋消費税

●セミナー開催時間：東京 １０：００～１７：００

大阪 １０：３０～１７：００（会場の都合により）

博多 １０：００～１７：００（開講最低人数５名）

お申し込みは下記までお願い致します

東 京 ＴＥＬ：０３（３８３７）０８５５ ＦＡＸ：０３（３８３９）１４５５ 大 阪 ＴＥＬ：０６（６２４５）５１８７ ＦＡＸ：０６（６２４５）５１９７
博 多 ＴＥＬ：０９２（４７２）３０３８ ＦＡＸ：０９２（４７２）３８４６

１１月月のの色色石石ルルーースス

テ
ク
ニ
ッ
ク
が

苦
手
な
私
の
今

年
の
テ
ー
マ
は

知
行
合
一

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪
ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
ュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュ
エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同
組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

夢
あ
る
業
界
の
構
築

藤本理事長が呼びかけ

『『若若者者のの活活躍躍ででききるる場場』』をを作作らら
なないい限限りり業業界界のの活活性性化化ははなないい

協
同
組
合
日
本
ゴ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
新
年
賀
詞
交
歓
会

今
年
は
緩
や
か
な
回
復
を

《
相
対
会
議
の
模
様
を
発
表
》

東京金銀器工業協組

東京銀器工芸士会
５
年
後
に
向
け
努
力
を

日
本
初
の
「
真
珠
検
定
」
実
施

日
本
真
珠
振
興
会

４４
組組
合合
同同
新新
年年
会会川

越
理
事
長
「
今
年
は
何
か
が
あ
る
年
」

４月

２～３

２３～２４

９～１０

２２

３月

５～６

１２～１３

１９～２０

１６

２月

５～６

１９～２０

１２～１３

１６

各種セミナースケジュール

ベーシックコース（東京）

ベーシックコース（大阪）

ダイヤモンドコース（東京）

ダイヤモンドコース（大阪）

パールグレーディングコース（東京）

宝石鑑別コース（東京）

博多ダイヤモンドコース

�	
��
�����
��� 
�（第三種郵便物認可）�
����
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�
�

メーカー、卸・小売団体など各界から１２０人が参集した新年賀詞交歓会

ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム

（A
dditionalT

im
e

）
�

�
。サ
ッ
カ
ー
用
語
で
あ
り
、

直
訳
す
れ
ば
追
加
時
間
。

サ
ッ
カ
ー
は
前
後
半
４５
分

ハ
ー
フ
、
９０
分
で
試
合
が
行

わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
選
手
交

代
や
プ
レ
ー
中
の
け
が
で
ゲ

ー
ム
が
中
断
す
る
と
、
時
計

は
止
ま
る
。
だ
か
ら
、
き
っ

ち
り
９０
分
で
終
わ
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
過
去
に
は
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
で
選
手
同
士
が

激
突
し
て
ピ
ッ
チ
に
倒
れ
こ

み
、
２８
分
も
の
ア
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ル
タ
イ
ム
が
取
ら
れ
た
と

い
う
記
録
が
あ
る
。
そ
し
て

大
き
な
大
会
の
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
な
る
と
、
９０
分
で

勝
負
が
つ
か
な
い
場
合
は
１５

分
ハ
ー
フ
の
延
長
戦
に
突

入
。
１
２
０
分
で
も
決
ま
ら

な
い
と
Ｐ
Ｋ
戦
に
突
入
す

る
。そ

の
Ｐ
Ｋ
戦
で
本
田
圭

佑
、
香
川
真
司
の
主
力
２
人

が
Ｐ
Ｋ
を
外
し
て
、
サ
ッ
カ

ー
日
本
代
表
は
先
の
ア
ジ
ア

杯
連
覇
を
逃
し
た
。
準
々
決

勝
の
Ｕ
Ａ
Ｅ
戦
に
敗
れ
て
ベ

ス
ト
８
に
終
わ
り
、
２
０
１

８
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
ロ

シ
ア
大
会
の
前
年
に
行
わ
れ

る
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン

杯
に
出
場
で
き
な
く
な
っ

た
。こ

れ
は
９８
年
か
ら
６
大
会

連
続
で
Ｗ
杯
出
場
を
目
指
す

日
本
代
表
に
と
っ
て
、
ロ
シ

ア
大
会
の
競
技
場
で
事
前
に

ピ
ッ
チ
状
況
や
移
動
予
行
、

宿
泊
地
や
練
習
地
探
し
な
ど

の
準
備
が
遅
れ
る
こ
と
に
な

り
、
痛
手
は
大
き
い
。

そ
れ
で
な
く
て
も
日
本
サ

ッ
カ
ー
は
激
震
続
き
だ
っ

た
。
ア
ジ
ア
杯
連
覇
を
逃
し

た
だ
け
で
な
く
、
八
百
長
疑

惑
の
ア
ギ
ー
レ
監
督
を
い
つ

ま
で
続
投
さ
せ
る
の
か
、
と

サ
ポ
ー
タ
ー
や
メ
デ
ィ
ア
は

問
題
視
し
て
い
た
。
ア
ジ
ア

杯
の
敗
退
直
後
に
、
大
仁
邦

弥
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長
は

「
続
投
に
問
題
は
な
い
」
を

明
言
し
て
い
た
が
、
就
任
か

ら
半
年
あ
ま
り
の
今
月
３
日

に
な
っ
て
よ
う
や
く
契
約
を

解
除
し
、
解
任
し
た
。
な
ぜ
、

今
ご
ろ
、
遅
い
と
い
う
批
判

を
協
会
は
受
け
る
こ
と
に
な

り
そ
う
だ
。

選
手
の
信
任
が
厚
い
と
言

わ
れ
る
ア
ギ
ー
レ
監
督
だ
っ

た
が
、
日
本
代
表
の
ス
ポ
ン

サ
ー
企
業
は
「
商
売
は
一
般

消
費
者
向
け
な
の
で
�
八
百

長
�
の
イ
メ
ー
ジ
は
や
は
り

悪
い
」
と
困
惑
し
て
い
た
。

協
会
に
も
簡
単
に
更
迭
で
き

な
い
理
由
が
あ
っ
た
。
ア
ギ

ー
レ
監
督
の
年
俸
は
４
年
総

額
１０
億
円
と
い
わ
れ
る
。
協

会
が
ク
ロ
と
決
ま
ら
な
い

「
告
発
」
の
段
階
で
解
任
す

れ
ば
、違
約
金
が
生
じ
た
り
、

逆
に
名
誉
毀
損
で
訴
え
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
恐

れ
て
い
た
そ
う
だ
。

も
っ
と
も
ポ
ス
ト
・
ア
ギ

ー
レ
を
睨
ん
で
す
で
に
海
外

の
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
か
ら
は
売

り
込
み
が
あ
る
。
Ｊ
リ
ー
グ

か
ら
代
表
監
督
は
選
ば
な
い

方
針
だ
が
、
昨
季
の
Ｊ
リ
ー

グ
、
ナ
ビ
ス
コ
杯
、
天
皇
杯

の
３
冠
を
制
し
た
Ｇ
大
阪
監

督
の
長
谷
川
健
太
。１２
年
、１３

年
と
Ｊ
連
覇
の
広
島
監
督
、

森
保
一
な
ど
適
任
者
は
い

る
。
ま
た
五
輪
監
督
経
験
で

い
え
ば
北
京
五
輪
の
反
町
康

治
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
の
関
塚

隆
の
名
前
も
挙
が
る
。
日
本

人
監
督
の
ほ
う
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
や
す
い

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム

で
日
本
サ
ッ
カ
ー
界
に
は
嫌

な
記
憶
が
あ
る
。
初
の
Ｗ
杯

出
場
を
目
前
で
断
た
れ
た
９３

年
の
ド
ー
ハ
の
悲
劇
だ
。
ア

デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
は
ロ

ス
タ
イ
ム
と
も
言
う
。
ア
ギ

ー
レ
の
ク
ビ
は
切
っ
た
が
、

次
の
代
表
監
督
が
決
ま
ら
な

い
の
も
困
る
。
失
わ
れ
た
時

間
（
ロ
ス
ト
タ
イ
ム
）
に
な

ら
な
け
れ
ば
い
い
と
思
う
。

【
眼
鏡
記
者
会
共
同
】
眼

鏡
記
者
会
（
７
社
８
媒
体
、

原
征
也
代
表
幹
事
）
は
、
今

年
で
第
３２
回
目
と
な
る
新
年

賀
詞
交
歓
会
を
１
月
２３
日
、

東
京
・
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

で
開
催
、
メ
ー
カ
ー
・
卸
・

小
売
や
団
体
な
ど
各
界
か
ら

昨
年
同
様
の
総
勢
１
２
０
人

が
参
集
す
る
中
、
記
者
会
が

２
０
１
１
年
か
ら
発
信
し
続

け
て
い
る
「
Ｑ
О
Ｌ
（
生
活

の
質
）と
眼
鏡
業
界
の
役
割
」

に
つ
い
て
、
業
界
発
展
提
言

会
議
が
こ
の
４
年
間
に
渡
る

記
者
会
の
取
り
組
み
を
ま
と

め
、
記
者
会
の
総
意
と
し
て

提
言
を
発
表
し
た
。

提
言
は
高
齢
化
社
会
の
進

行
に
伴
い
眼
鏡
業
界
が
本
来

果
た
す
べ
き
国
民
の
Ｑ
О
Ｌ

向
上
に
向
け
、
社
会
貢
献
の

重
要
性
を
再
認
識
し
、
こ
れ

を
追
求
す
る
こ
と
で
閉
塞
状

況
に
あ
る
眼
鏡
業
界
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
期
待

し
た
も
の
で
、
賀
詞
交
歓
会

は
「
Ｑ
О
Ｌ
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
眼
鏡
業
界
の
役
割
を

い
か
に
具
体
的
に
し
て
い
く

べ
き
か
、
さ
ら
に
議
論
を
深

め
る
起
点
と
も
な
っ
た
。

業
界
発
展
提
言
会
議
（
原

征
也
議
長
、中
村
誠
委
員
長
）

は
、
記
者
会
が
「
眼
鏡
業
界

の
繁
栄
の
た
め
積
極
的
に
活

動
す
る
」
た
め
の
一
環
と
し

て
設
置
し
て
い
る
も
の
で
、

２
０
０
５
年
に
眼
鏡
公
正
取

引
協
議
会
の
発
議
に
よ
り

「
眼
鏡
販
売
店
の
価
格
設
定

は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」を
、

ま
た
、
２
０
０
８
年
に
は
福

井
県
眼
鏡
協
会
の
発
議
で

「
眼
鏡
産
地
・
福
井
の
活
性

化
」
に
つ
い
て
の
提
言
を
行

っ
て
お
り
、
今
回
の
提
言
発

表
は
３
回
目
と
な
る
。

「
Ｑ
О
Ｌ
」
を
め
ぐ
っ
て

記
者
会
で
は
２
０
１
１
年
、

２
０
１
２
年
の
国
際
メ
ガ
ネ

展
Ｉ
О
Ｆ
Ｔ
で
講
演
会
お
よ

び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
ほ
か
、
２
０
１
２
年
か
ら

は
記
者
会
主
催
の
新
年
賀
詞

交
歓
会
で
も
同
様
に
「
Ｑ
О

Ｌ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
講
演

会
な
ど
を
通
じ
業
界
と
の
意

見
交
換
を
深
め
て
来
た
。

今
回
発
表
し
た
提
言
は

「
眼
鏡
業
界
の
社
会
性
を
再

確
認
し
、
眼
鏡
装
用
者
を
視

力
補
正
の
た
め
眼
鏡
を
掛
け

る
消
費
者
と
し
て
の
み
見
る

の
で
は
な
く
、
社
会
再
生
産

に
関
わ
る
生
活
者
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

業
界
は
そ
の
こ
と
に
一
層
の

問
題
意
識
と
自
負
心
を
持
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
れ
が
Ｑ
О
Ｌ
と
な

り
眼
鏡
業
界
の
社
会
貢
献
に

つ
な
が
り
、
業
界
の
社
会
的

評
価
・
認
知
の
向
上
、
そ
し

て
業
界
の
活
性
化
・
前
進
に

つ
な
が
る
」
と
結
論
し
た
。

新
年
賀
詞
交
歓
会
は
記
者

会
の
美
濃
部
隆
事
業
委
員
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
第
１
部

で
は
先
ず
提
言
会
議
の
中
村

委
員
長
が
今
回
の
提
言
に
つ

い
て
説
明
。
価
格
競
争
が
進

む
中
で
眼
鏡
の
持
つ
本
質
が

見
失
わ
れ
、
単
な
る
物
販
商

品
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
で

さ
ら
な
る
価
格
競
争
の
激
化

で
体
力
消
耗
戦
が
続
く
と
い

う
悪
循
環
が
「
市
場
規
模
を

縮
小
さ
せ
、
業
界
に
閉
塞
感

を
生
ん
で
い
る
」
こ
と
を
憂

い
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

そ
の
上
で
眼
鏡
技
術
者
国

家
資
格
推
進
機
構
の
特
別
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
が
発
表

し
た
「
累
進
眼
鏡
の
使
用
実

態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
「
累

進
眼
鏡
を
作
っ
た
人
の
５３
％

が
不
満
」
と
答
え
、
「
累
進

眼
鏡
を
含
め
回
答
者
の
８６
％

が
眼
鏡
技
術
者
に
公
的
資
格

が
必
要
」
と
答
え
て
い
る
こ

と
に
も
触
れ
つ
つ
、
自
主
的

資
格
制
度
を
作
り
教
育
活
動

も
行
う
な
ど
業
界
の
質
的
向

上
へ
の
努
力
が
社
会
に
十
分

に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
現
状

を
指
摘
。
今
、
業
界
に
求
め

ら
れ
る
の
は
「
眼
鏡
の
持
つ

社
会
性
を
再
確
認
し
、
そ
の

上
で
眼
鏡
の
果
た
す
べ
き
社

会
貢
献
に
対
す
る
問
題
意
識

と
自
負
心
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
Ｑ
О
Ｌ

で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

提
言
は
「
眼
鏡
関
係
の
規

制
緩
和
の
流
れ
と
逆
行
す
る

規
制
そ
の
も
の
の
国
家
資
格

が
社
会
に
役
立
ち
、
国
民
に

と
っ
て
利
益
を
も
た
ら
す
も

の
な
の
か
ど
う
か
」
を
問
う

こ
と
で
「
眼
鏡
業
界
の
Ｑ
О

Ｌ
に
よ
る
社
会
性
を
重
視
し

て
追
求
す
る
こ
と
で
社
会
貢

献
を
果
た
す
中
か
ら
、
規
制

緩
和
で
遠
の
い
た
眼
鏡
法
制

化
（
技
術
者
の
国
家
資
格
）

の
実
現
と
社
会
的
地
位
の
向

上
を
目
指
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
も
呼
び
掛
け
た
。

業界発展提言会議・原征也議長

布田昭理事長

協
同
組
合
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
メ
ガ
ネ
チ
ェ
ー
ン
（
Ａ
Ｊ

Ｏ
Ｃ
、
布
田
昭
理
事
長
）は
、

１
月
２１
日
に
東
京
都
港
区
の

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
メ
イ

ン
タ
ワ
ー
で
取
引
先
、
関
係

先
、
加
盟
店
な
ど
約
１
２
０

人
が
参
加
し
「
Ａ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
新

春
懇
親
会
」
を
開
催
し
た
。

相
澤
博
彦
商
品
委
員
長
の

開
会
が
告
げ
ら
れ
、
あ
い
さ

つ
に
た
っ
た
布
田
理
事
長
は

「
い
ま
や
顧
客
満
足
は
当
た

り
前
。
お
客
の
心
に
響
く
サ

ー
ビ
ス
を
す
る
こ
と
が
大

切
。
今
年
も
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
し
た
。

続
い
て
来
賓
と
し
て
あ
い

さ
つ
に
た
っ
た
マ
ル
マ
ン
オ

プ
テ
ィ
カ
ル
	株
の
兼
原
社
長

は
「

近
、
街
の
様
子
が
一

変
し
て
き
た
。
レ
コ
ー
ド
店

や
写
真
店
な
ど
が
な
く
な
っ

て
き
た
。
技
術
の
進
歩
で
生

活
様
式
が
変
貌
し
て
き
た
よ

う
だ
。
で
も
お
客
に
支
持
さ

れ
て
い
る
店
も
あ
る
。
Ａ
Ｊ

Ｏ
Ｃ
の
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
は
高

く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
業
界
の
先
頭
に
立
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
激
励
し

た
。Ａ

Ｊ
Ｏ
Ｃ
共
栄
会
の
古
澤

会
長
が
「
共
栄
会
は
一
体
で

Ａ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
共
栄
会
に

入
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
し
て

乾
杯
を
行
っ
た
。

こ
の
あ
と
、
懇
談
に
う
つ

り
、
業
界
の
直
面
す
る
諸
問

題
な
ど
に
意
見
を
交
わ
し
な

が
ら
懇
親
を
深
め
て
い
た
。

中村誠委員長

布田理事長が新年の挨拶

講演する岡本育三氏

続
い
て
眼
鏡
技
術
者
国
家

資
格
推
進
機
構
代
表
幹
事
代

行
の
岡
本
育
三
氏
に
よ
る

「
眼
鏡
技
術
者
国
家
資
格
の

現
状
と
今
後
」
と
題
し
た
講

演
も
行
わ
れ
た
（
内
容
は
次

号
に
掲
載
）。

第
２
部
で
は
記
者
会
を
代

表
し
て
原
代
表
幹
事
が
あ
い

さ
つ
し
た
。
「
Ｑ
О
Ｌ
と
眼

鏡
業
界
の
役
割
」
の
提
言
発

表
に
つ
い
て
は
「
今
後
一
段

と
高
齢
化
社
会
が
進
み
深
刻

に
な
っ
て
い
く
が
、
お
年
寄

り
に
と
っ
て
健
康
で
心
も
癒

さ
れ
る
人
生
と
は
何
か
と
言

え
ば
�
サ
ク
セ
ス
フ
ル
・
エ

イ
ジ
ン
グ
�
が
実
感
で
き
る

社
会
環
境
で
あ
り
、
そ
の
大

事
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

が
眼
鏡
業
界
で
あ
る
」
と
鼓

舞
。さ
ら
に
原
代
表
幹
事
は
、

提
言
に
あ
る
よ
う
に
眼
科
医

会
が
数
年
前
、
視
覚
障
害
者

か
ら
生
じ
る
生
産
性
や
Ｑ
О

Ｌ
の
低
下
に
よ
る
コ
ス
ト
は

８
兆
８
千
億
円
と
試
算
し
、

予
防
や
早
期
診
断
、
早
期
治

療
の
重
要
性
を
訴
え
「
成
人

の
た
め
の
目
の
健
康
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
創
設
を
政
権
与
党

に
要
望
し
た
こ
と
に
あ
や
か

り
、
眼
鏡
業
界
で
も
「
眼
鏡

適
正
使
用
健
康
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
策
定
し
て
は
ど
う
か

と
呼
び
掛
け
た
こ
と
に
関
連

し
て
、
た
と
え
ば
消
費
者
と

社
会
に
向
け
�
快
適
メ
ガ
ネ

と
仲
良
く
し
て
い
ま
す
か
�

と
い
う
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
を
使
い
、
わ
か
り
や
す

く
メ
ガ
ネ
の
使
用
状
況
を
定

期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
眼

と
メ
ガ
ネ
の
健
康
手
帳
」
を

発
行
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
と
も
提
案
し
た
。

こ
の
健
康
手
帳
は
Ｊ
Ｒ
の

ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
が
６５
歳
以

上
を
対
象
に
発
行
し
て
い
る

運
賃
割
引
手
帳
と
同
じ
く
ら

い
の
大
き
さ
と
し
、
１
年
間

の
利
用
で
メ
ガ
ネ
の
汚
れ
や

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
具
合
な

ど
メ
ガ
ネ
の
使
い
方
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
こ
と
で
メ
ガ
ネ
の

大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
来
店
の
際
に
適
切
な
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ

と
に
よ
り
新
規
客
・
固
定
客

を
増
や
す
こ
と
に
も
つ
な
が

る
と
い
う
考
え
の
も
と
、
消

費
者
啓
発
の
た
め
の
情
報
発

信
に
も
効
果
を
発
揮
す
る
の

で
は
な
い
か
と
し
て
お
り
、

発
行
は
日
本
眼
鏡
販
売
店
連

合
会
、
企
画
・
協
賛
を
日
本

眼
鏡
関
連
団
体
協
議
会
に
し

て
「
業
界
が
ア
イ
ケ
ア
（
目

を
守
る
）
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
る
」
と
も
述
べ
た
。

ま
た
、
業
界
代
表
あ
い
さ

つ
は
Ｈ
О
Ｙ
Ａ
	株
ビ
ジ
ョ
ン

ケ
ア
部
門
・
日
本
本
部
長
の

風
早
昭
正
氏
が
行
い
、
風
早

氏
は
記
者
会
の
活
動
に
敬
意

を
表
し
「
Ｑ
О
Ｌ
」
に
つ
い

て
も
時
宜
を
得
た
テ
ー
マ
と

評
価
し
た
あ
と
、
日
本
の
高

齢
化
に
触
れ
「
お
そ
ら
く

大
の
社
会
問
題
は
�
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
�
で
あ
り
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

終
目
的
は

デ
フ
レ
脱
却
、
経
済
の
活
性

化
だ
が
、
そ
れ
を
担
う
の
は

誰
な
の
か
。
若
い
人
た
ち
、

生
産
人
口
は
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
い
く
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総

生
産
）
の
６
割
を
個
人
や
企

業
の
消
費
が
占
め
る
」
が
、

大
型
消
費
が
期
待
で
き
な
い

今
、
９
０
０
兆
円
も
の
金
融

資
産
を
持
ち
、
子
や
孫
の
た

め
に
も
お
金
を
遣
っ
て
く
れ

る
シ
ニ
ア
世
代
を
、
眼
鏡
業

界
も
も
っ
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

す
べ
き
と
説
い
た
。

恒
例
の
業
界
功
労
者
表
彰

で
は
「
国
際
眼
鏡
展
Ｓ
Ｉ
Ｌ

Ｍ
О
（
シ
ル
モ
）
に
お
い
て

２
０
０
０
年
に
サ
ン
グ
ラ
ス

部
門
で
シ
ル
モ
ド
ー
ル
賞
の

グ
ラ
ン
プ
リ
、
２
０
１
３
年

に
独
自
開
発
商
品
で
審
査
員

特
別
賞
、
さ
ら
に
２
０
１
４

年
に
は
高
田
賢
三
氏
と
の
コ

ラ
ボ
商
品
で
サ
ン
グ
ラ
ス
部

門
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
」

と
い
う
快
挙
は
「
日
本
の
物

作
り
の
誇
り
」
と
し
て
、
今

年
の
６
月
に
創
業
１
１
０
周

年
を
迎
え
る
増
永
眼
鏡
	株
を

表
彰
。
増
永
宗
太
郎
社
長
が

所
用
の
た
め
代
理
の
同
社
東

京
営
業
所
の
野
原
弘
道
氏
に

原
代
表
幹
事
か
ら
賞
状
と
記

念
品
を
贈
呈
。野
原
氏
は「
今

後
と
も
業
界
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

た
い
」
と
す
る
増
永
社
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
た
。

懇
親
会
は
会
場
を
３
階
か

ら
２８
階
に
移
し
開
か
れ
、
福

井
県
眼
鏡
協
会
の
黒
田
一
郎

会
長
が
乾
杯
を
発
声
。
歓
談

が
続
い
た
が
、
日
本
眼
鏡
販

売
店
連
合
会
の
西
村
輝
和
会

長
が
中
締
め
を
行
い
、
西
村

氏
は
「
以
前
に
申
し
上
げ
た

よ
う
に
福
神
漬
け
と
ら
っ
き

ょ
う
を
合
わ
せ
た
の
と
眼
鏡

は
同
じ
市
場
規
模
。
こ
れ
で

は
い
け
な
い
」
と
ユ
ー
モ
ア

を
込
め
業
界
に
奮
起
を
促

し
、
同
じ
大
阪
の
	株
サ
ン
ニ

シ
ム
ラ
の
西
村
文
子
社
長
と

と
も
に
大
阪
流
の
三
本
締
め

を
し
て
、
お
開
き
と
な
っ

た
。な

お
、
次
回
の
賀
詞
交
歓

会
は
来
年
１
月
２２
日
の
金
曜

日
に
同
所
で
開
か
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

荒
木
会
長
が
「
互
い
の
絆
を
深
め
よ
う
」
と

呼
び
か
け
た

業界功労者表彰は増永眼鏡�株に贈られ
た。写真左は増永宗太郎社長代理の野
原弘道氏

中
小
眼
鏡
店
を
中
心
に
し

た
全
国
的
な
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

チ
ェ
ー
ン
組
織
、
メ
ガ
ネ
の

ウ
イ
ン
ク
チ
ェ
ー
ン
（
荒
木

康
弘
会
長
）
は
、
「
２
０
１

５
年
新
春
合
同
例
会
」
を
１

月
２１
日
午
後
１
時
か
ら
、
東

京
都
港
区
の
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹

芝
で
開
催
、
７３
社
７７
人
が
参

加
し
た
。

合
同
例
会
は
成
功
事
例
発

表
や
グ
ル
ー
プ
別
の
分
科
会

な
ど
で
有
益
情
報
を
研
鑽
す

る
と
と
も
に
、
会
員
同
士
の

絆
を
深
め
る
場
と
な
っ
た
。

荒
木
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
は

「
合
同
例
会
に
は
多
く
の
加

盟
店
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
経

営
者
が
成
功
体
験
や
成
功
事

例
な
ど
を
披
露
し
合
い
、
互

い
の
絆
を
深
め
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
各
支
部
で
開
催
す
る

例
会
に
も
出
席
し
、
よ
り
魅

力
あ
る
チ
ェ
ー
ン
に
育
て
て

ほ
し
い
。
眼
鏡
業
界
も
、
停

滞
ム
ー
ド
は
続
く
と
考
え
て

い
る
。
そ
う
し
た
中
、
新
し

い
こ
と
に
果
敢
に
挑
戦
し
、

行
動
に
移
す
こ
と
が
重
要
に

な
る
。
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は

速
い
。
機
械
や
ロ
ボ
ッ
ト
の

開
発
が
進
展
し
て
い
る
が
、

そ
の
分
、
人
な
ら
で
は
の
お

も
て
な
し
、
接
客
が
今
後
も

重
視
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

地
域
の
皆
様
と
密
着
し
て
、

購
入
客
と
の
関
係
を
築
き
、

自
店
の
魅
力
を
徹
底
的
に
提

案
す
る
。
そ
う
し
た
取
り
組

み
を
続
け
る
中
で
地
域
の
皆

様
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
店

に
な
る
。
昨
年
か
ら
続
い
て

い
る
円
安
、
金
利
安
、
そ
し

て
原
油
安
は
家
計
に
も
企
業

に
も
必
ず
追
い
風
と
な
る
。

政
府
に
よ
る
３
・
５
兆
円
規

模
の
経
済
対
策
実
施
も
予
定

さ
れ
る
な
ど
今
年
の
経
営
環

境
は
改
善
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
環
境
を
活
か
す
の

も
無
に
す
る
の
も
経
営
者
の

行
動
次
第
で
決
ま
る
。
地
域

一
番
店
を
目
指
し
て
と
も
に

頑
張
ろ
う
」
と
ウ
イ
ン
ク
チ

ェ
ー
ン
の
躍
進
を
誓
い
合
っ

た
。こ

の
後
、
合
同
例
会
に
入

り
、
全
体
会
合
で
は
厳
し
い

商
環
境
で
勝
ち
抜
く
た
め
に

戦
略
的
に
活
動
を
し
て
い
る

店
舗
を
紹
介
。
続
い
て
立
ち

位
置
に
応
じ
た
グ
ル
ー
プ
に

別
れ
て
の
分
科
会
が
開
か

れ
、
活
発
な
情
報
交
換
が
行

わ
れ
た
。

午
後
６
時
か
ら
、
参
加
者

や
協
力
業
者
な
ど
１
２
１
人

が
出
席
し
た
懇
親
パ
ー
テ
ィ

ー
が
別
室
で
盛
大
に
行
な
わ

れ
た
。
ウ
イ
ン
ク
チ
ェ
ー
ン

九
州
支
部
西
田
支
部
長
が
乾

杯
の
音
頭
を
発
声
、
参
加
者

が
親
睦
を
深
め
る
中
、
北
海

道
支
部
川
口
支
部
長
の
中
締

め
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

春
の
メ
ガ
ネ
祭
典
「
Ｓ
Ｌ

ｉ
Ｔ
２
０
１
５
」
の
開
催
に

先
立
ち
、
プ
レ
ス
発
表
会
が

１
月
１３
日
、
原
宿
穏
田
区
民

会
館
で
行
わ
れ
た
。
８
回
を

迎
え
る
今
回
は
４
月
１４
日
～

１６
日
の
３
日
間
、
神
宮
前
の

リ
ス
ト
ラ
ン
テ
ベ
ニ
ー
レ
ベ

ニ
ー
レ
で
行
わ
れ
る
。
実
行

委
員
長
の
高
橋
一
男
氏
か
ら

次
の
発
表
が
さ
れ
た
。

前
回
ま
で
は
出
展
社
に
対

し
て
来
場
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取

ら
な
い
と
個
々
の
ブ
ー
ス
を

訪
ね
ら
れ
な
い
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
い
た
が
、
多
方
面
か

ら
の
意
見
ニ
ー
ズ
を
汲
み
と

っ
て
今
回
か
ら
は
フ
リ
ー
で

も
各
ブ
ー
ス
を
訪
ね
ら
れ
る

オ
ー
プ
ン
方
式
に
変
更
す

る
。
会
場
中
央
に
各
社
の
製

品
を
展
示
、
来
場
者
に
直
に

商
品
を
手
に
取
っ
て
見
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
。
さ
ら

に
日
替
わ
り
で
眼
鏡
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
（
眼
鏡
ラ
イ
タ
ー

・
伊
藤
美
玲
氏
）
が
様
々
な

疑
問
に
答
え
た
り
、
希
望
す

る
ブ
ラ
ン
ド
の
紹
介
す
る
オ

ー
プ
ン
な
空
間
で
の
展
示
会

と
な
る
。

１
月
１３
日
現
在
の
出
展
ブ

ラ
ン
ド
は
２６
社
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
と
し
た
洗
練
さ
れ

た
ア
イ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
情
報

の
発
信
基
地
と
な
る
。

訂
正

本
紙
１
月
２０
日
号

３
面
の
東
京
眼
鏡
卸
組
合
の

記
事
中
で
「
Ｗ
Ｏ
Ｆ
は
４
月

１５
日
、
１６
日
に
開
催
」
と
あ

る
の
は
「
４
月
１４
日
、
１５
日

に
開
催
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

	株
富
士
メ
ガ
ネ
の
金
井
昭

雄
代
表
取
締
役
会
長
・
社
長

兼
任
が
先
ご
ろ
第
４６
回
「
北

海
道
功
労
賞
」
を
受
賞
し
、

昨
年
１２
月
１６
日
に
贈
呈
式
が

行
わ
れ
た
。

昨
年
で
４６
回
目
を
迎
え
た

「
北
海
道
功
労
賞
」
は
北
海

道
の
経
済
・
社
会
・
文
化
等

の
発
展
に
貢
献
し
、
そ
の
功

労
が
特
に
顕
著
な
個
人
ま
た

は
団
体
に
贈
ら
れ
る
賞
で
、

北
海
道
知
事
が
贈
る

高
位

の
表
彰
。
１
年
に
数
人
及
び

団
体
に
贈
呈
さ
れ
る
も
の
。

「
永
年
に
亘
り
視
力
の
改

善
を
通
じ
て
難
民
の
自
立
を

促
す
た
め
の
検
眼
と
眼
鏡
寄

贈
な
ど
の
活
動
を
行
い
、
北

海
道
に
お
け
る
国
際
貢
献
や

企
業
の
社
会
的
責
任
に
対
す

る
意
識
醸
成
と
そ
の
普
及
に

多
大
な
影
響
を
与
え
た
」
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
。

富
士
メ
ガ
ネ
は
北
海
道
の

企
業
と
し
て
、
１
９
８
３
年

以
来
、
毎
年
、
タ
イ
、
ネ
パ

ー
ル
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
難
民
キ
ャ

ン
プ
や
国
内
避
難
民
の
居
住

地
区
を
訪
問
し
、
難
民
一
人

ひ
と
り
に
視
力
検
査
を
行

い
、
視
力
に
合
っ
た
眼
鏡
を

寄
贈
す
る
ほ
か
、
現
地
医
療

ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
教
育
や

技
術
指
導
を
行
う
な
ど
の
国

際
支
援
活
動
をU

N
H

C
R

（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事

務
所
）
と
手
を
携
え
て
実
施

し
て
き
た
。
こ
の
活
動
を
通

じ
て
昨
年
ま
で
、
１４
万
１
３

６
４
組
の
新
し
い
眼
鏡
を
寄

贈
し
て
い
る
。

「
北
海
道
功
労
賞
」
を
受
賞
し
た
金
井
昭
雄
氏

総合卸

�株株 中中山山眼眼鏡鏡

おかち町
０３‐３８３４‐２５６１

決議先送りは日本のロス

トタイムにならないか？

遅
過
ぎ
た
？
ア
ギ
ー
レ
監
督
解
任
�

新
年
賀
詞
交
歓
会

眼鏡記者会

キ
ー
ワ
ー
ド
は

眼眼鏡鏡業業界界のの社社会会貢貢献献とと
役役割割のの「「具具体体化化」」をを議議論論

「
眼
鏡
技
術
者
国
家
資
格
の
現
状
と
今
後
」

岡
本
育
三
氏

が
特
別
講
演

ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ
ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ
ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ

ＡＡＪＪＯＯＣＣ新新年年会会

お
客
の
心
に
響
く
サ
ー
ビ
ス
を

喜びの金井昭雄氏 富士メガネ代表取締
役会長・社長兼任

北海道功労賞
贈
呈
式

「
選
択
と
集
中
」に
よ
る
企
業
成
長
を
研
鑽

ウウィィンンククチチェェーーンン新新春春合合同同例例会会

Ｓ
Ｌ
ｉ
Ｔ
は
オ
ー
プ
ン
化

プ
レ
ス
発
表
会
で
方
針
示
す
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各界から総勢１２０人が参集

（第三種郵便物認可）���������
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日
本
最
大
の
宝
飾
展
「
第

２６
回
国
際
宝
飾
展
（
主
催
：

リ
ー
ド
エ
グ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
ジ

ャ
パ
ン
�株
／
日
本
ジ
ュ
エ
リ

ー
協
会
）
」
が
１
月
２１
日
～

２４
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

に
３０
カ
国
１
１
３
０
社
が
集

結
し
、
日
本
最
多
の
１
２
０

万
点
が
出
品
さ
れ
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
で
は
宝
飾
業
界
の

ト
ッ
プ
が
揃
う
大
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
、
終
了
後
、

有
力
小
売
店
（
テ
ー
プ
カ
ッ

タ
ー
）
と
の
名
刺
交
換
会
を

実
施
。

日
本
全
国
か
ら
バ
イ
ヤ
ー

や
海
外
か
ら
の
バ
イ
ヤ
ー
が

来
場
し
、
真
剣
な
商
談
が
行

わ
れ
た
。

２
日
目
の
午
後
４
時
半
か

ら
は
「
第
２６
回
日
本
ジ
ュ
エ

リ
ー
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー

賞
」
の
受
賞
者
が
壇
上
で
紹

介
さ
れ
、
そ
の
後
、
各
ブ
ー

ス
を
練
り
歩
い
て
披
露
さ
れ

た
。
そ
し
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

パ
ー
テ
ィ
に
は
多
く
の
来
場

者
が
詰
め
か
け
、
盛
り
上
が

っ
て
い
た
。

あ
る
出
展
社
か
ら
は
「
今

年
は
例
年
以
上
に
中
国
、
台

湾
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
等
、

海
外
バ
イ
ヤ
ー
の
方
が
多
か

っ
た
で
す
。
や
は
り
中
で
も

中
国
バ
イ
ヤ
ー
の
方
は
そ
の

場
限
り
の
強
引
な
値
引
き
交

渉
を
し
て
く
る
と
い
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
売
上
は

例
年
と
同
じ
く
ら
い
で
し

た
」
と
語
り
、
ま
た
、
「
値

引
き
が
強
引
で
売
れ
る
こ
と

は
売
れ
た
が
、
儲
か
っ
た
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
」
と

の
声
も
聞
か
れ
た
。

リ
ー
ド
エ
グ
ジ
ビ
シ
ョ
ン

ジ
ャ
パ
ン
�株
に
よ
る
と
、
初

日
の
来
場
者
は
１
万
４
５
２

人
、２
日
目
は
７
０
６
６
人
、

３
日
目
は
５
０
０
３
人
、
４

日
目
は
４
２
９
９
人
の
４
日

間
合
計
は
２
万
６
８
２
０
人

だ
っ
た
。

国際宝飾展のテープカット

坂口商会 幸先良い発信

�株
坂
口
商
会
で
は
、
１
月

１８
日
、
東
京
都
中
央
区
銀
座

の
時
事
通
信
ホ
ー
ル
で
「
セ

ラ
リ
オ
ン
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
プ

リ
モ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
開

催
し
た
。

新
年
初
と
な
る
展
示
会

は
、
ラ
テ
ン
語
で
「
は
じ
め

に
、
第
一
に
」
を
意
味
す
る

「
ｐ
ｒ
ｉ
ｍ
ｏ

（
プ
リ
モ
）」

を
冠
し
、
華
や
ぐ
新
春
の
季

節
に
さ
き
が
け
、
デ
ザ
イ
ナ

ー
で
は
セ
ラ
リ
オ
ン
専
属
の

翁
淳
を
は
じ
め
、
水
野
薫
子

氏
、
津
守
幾
久
子
氏
、
浅
岡

邦
子
氏
、松
井
久
子
氏
、真
々

田
誠
次
氏
と
セ
ラ
リ
オ
ン
展

示
会
で
は
め
ず
ら
し
い
面
々

の
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
で
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

ー
の
皆
様
を
迎
え
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
商
戦
後
の
買

い
控
え
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

高
額
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
商
品
・

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
製
品
を
中
心

に
人
気
が
集
中
し
、
単
価
・

売
上
共
に
好
調
な
結
果
と
な

り
、
２
０
１
５
年
の
初
め
に

幸
先
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
都

内
は
も
と
よ
り
地
方
か
ら
も

多
数
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の

方
々
が
来
場
し
、
会
場
は
賑

わ
い
活
気
あ
ふ
れ
る
展
示
会

と
な
っ
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
歌

舞
伎
座
で
開
催
さ
れ
た
『
壽

初
春
大
歌
舞
伎
』
を
用
意
。

吉
右
衛
門
、
玉
三
郎
、
染
五

郎
、
猿
之
助
、
勘
九
郎
、
七

之
助
な
ど
超
豪
華
メ
ン
バ
ー

が
揃
う
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い

華
や
か
な
舞
台
で
、
一
般
的

に
入
手
困
難
な
チ
ケ
ッ
ト
と

い
わ
れ
て
い
た
た
め
、
早
々

に
完
売
と
な
る
ほ
ど
の
人
気

ぶ
り
だ
っ
た
。

年
初
来
、
景
気
の
見
通
し

が
や
や
明
る
く
な
っ
て
き
て

い
る
が
、
来
場
者
は
価
値
あ

る
商
品
を
厳
選
し
て
買
い
求

め
る
傾
向
が
ま
す
ま
す
強
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

た
。

華
や
ぎ
と
活
気
に
あ
ふ
れ

た
新
年
初
の
展
示
会

エンドユーザー多数参集

ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
賞
表
受
賞
者
。
右
か
ら
哀
川
翔
、
Ｍ
Ａ
Ｙ

Ｊ
�、
伊

藤
蘭
、
片
平
な
ぎ
さ
、
宮
沢
り
え
、
深
田
恭
子
、
桐
谷
美
鈴
、
橋
本
環
奈
、

高
橋
大
輔
（
敬
称
略
）

Ｐ
Ｒ
現
代（
下
島
仁
社
長
）

は
、
１
月
１５
日
に
東
京
・
八

重
洲
の
ト
ラ
ス
ト
シ
テ
ィ
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
丸
の
内
で

「
ネ
ク
ス
ト
シ
ョ
ッ
プ
へ
の

新
し
い
一
歩
は
、
経
営
者
の

自
己
革
新
か
ら
」と
題
し「
同

社
創
立
５０
周
年
記
念

２
０

１
５
年
新
春
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
、
同
社
の
メ
ン
バ
ー
ら

１
０
０
人
が
受
講
し
た
。

最
初
に
、下
島
社
長
が「
ネ

ク
ス
ト
シ
ョ
ッ
プ
実
現
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
『
７
つ
道
具
』

を
提
案
」
と
し
て
「
ネ
ク
ス

ト
シ
ョ
ッ
プ
の
実
現
」
に
向

け
て
、
「
７
つ
道
具
」
と
し

た
サ
ポ
ー
ト
資
料
を
配
布

し
、
参
加
メ
ン
バ
ー
が
新
た

な
る
一
歩
を
ふ
み
だ
す
た
め

の
提
案
を
行
っ
た
。

続
い
て
「
マ
ユ
ヤ
マ
ジ
ュ

エ
ラ
ー
」（
�株
繭
山
龍
泉
堂
）

の
繭
山
達
也
常
務
が
登
壇
し

「
マ
ユ
ヤ
マ
ジ
ュ
エ
ラ
ー
が

考
え
る
こ
れ
か
ら
の
顧
客
づ

く
り
」
と
題
し
て
、
商
品
や

接
客
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
マ

ユ
ヤ
マ
イ
ズ
ム
な
ど
を
紹
介

し
、
次
世
代
の
客
づ
く
り
の

た
め
の
挑
戦
、
売
れ
る
商
品

を
作
る
、
売
れ
る
お
店
に
す

る
８
つ
の
提
言
な
ど
を
披
露

し
た
。

そ
の
他
に
は
、
き
も
の
業

界
か
ら
は
「
や
し
ま
グ
ル
ー

プ
」
中
須
賀
賢
一
代
表
が
事

例
発
表
を
行
っ
た
。

創
業
５０
周
年
記
念
の
特
別

講
演
で
は
「
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ

ア
名
古
屋
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
元

総
支
配
人
、
現
在
「
一
般
社

団
法
人
ア
ソ
シ
ア
志
友
館
」

柴
田
秋
雄
理
事
長
が
「
日
本

一
幸
せ
な
従
業
員
を
つ
く

る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
４

期
連
続
赤
字
だ
っ
た
同
ホ
テ

ル
の
再
生
の
背
景
に
あ
っ
た

「
従
業
員
と
の
関
係
」
を
赤

裸
裸
に
語
っ
た
。

Ｐ
Ｒ
現
代
で
は
、
柴
田
氏

の
講
演
を
受
け
、
文
化
産
業

で
あ
り
、
高
付
加
価
値
は
商

品
を
提
供
す
る
�
き
も
の
�

�
宝
飾
�
業
界
の
「
ネ
ク
ス

ト
シ
ョ
ッ
プ
」
に
一
番
大
切

な
財
産
で
あ
る
「
人
」
、
中

で
も
経
営
者
の
考
え
を
理
解

し
た
上
で
、
部
下
育
成
、
顧

客
創
造
の
要
と
な
る「
店
長
」

を
対
象
と
し
た
「
店
長
サ
ミ

ッ
ト
」
を
３
月
１８
日
に
東
京

都
内
で
開
催
す
る
事
を
決

定
。
理
念
経
営
に
基
づ
く
魅

力
的
な
「
ネ
ク
ス
ト
シ
ョ
ッ

プ
」
つ
く
り
に
挑
戦
す
る
企

業
や
専
門
店
に
こ
そ
、
明
る

い
未
来
が
創
造
で
き
る
と
下

島
社
長
は
締
め
く
く
っ
た
。

日
本
貴
金
属
文
化
工
芸
協

同
組
合（
小
原
雄
司
理
事
長
）

は
、
１
月
２０
日
午
後
６
時
か

ら
東
上
野
の
オ
ー
ラ
ム
で
平

成
２７
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
を

行
っ
た
。

開
会
冒
頭
小
原
理
事
長
は

「
本
年
は
�
未
年
�
で
平
和

を
象
徴
す
る
も
の
で
す
。又
、

先
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
２０
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
当

時
、
私
は
得
意
先
の
所
へ
行

く
の
に
た
い
へ
ん
苦
労
し
た

思
い
が
あ
り
ま
す
。
さ
て
、

昨
年
は
組
合
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
平
成
２６
年

黄
綬
褒
章
・
東
京

都
功
労
賞
と
受
賞

し
ま
し
た
。
こ
れ

を
は
げ
み
に
組
合

員
さ
ん
又
、
従
業

員
の
方
々
に
が
ん

ば
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
明
日
か
ら

は
Ｉ
Ｊ
Ｔ
も
開
始

さ
れ
ま
す
の
で
今
年
の
飛
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨

拶
し
、
来
賓
祝
辞
（
東
京
都

中
小
企
業
団
体
中
央
会
鴨
志

田
弘
行
業
務
課
長
、
�株
コ
モ

キ
ン
原
田
静
夫
常
務
取
締

役
、
Ｐ
Ｇ
Ｉ
ハ
ン
キ
ン
ソ
ン

尚
子
日
本
代
表
）
が
述
べ
ら

れ
、
坂
巻
副
理
事
長
が
来
賓

の
紹
介
し
、
東
京
都
功
労
賞

受
賞
の
大
谷
茂
氏
（
�株
英
工

芸
）
に
花
束
贈
呈
さ
れ
、
大

谷
氏
が
「
こ
ん
な
り
っ
ぱ
な

賞
を
い
た
だ
け
た
の
も
組
合

の
皆
様
方
は
じ
め
事
務
局
の

方
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
、
入
倉
相
談
役
の
発

声
で
乾
杯
、
歓
談
、
宴
中
程

で
は
、
フ
ル
ー
ト
カ
ル
テ
ッ

ト
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
、
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行

わ
れ
、
な
ご
や
か
に
閉
宴
し

た
。

大

銀

会

�株
大
淵
銀
器
協
力
会
の
大

銀
会
の
新
年
会
が
１
月
１９
日

に
東
京
都
・
上
野
の
上
野
東

天
紅
平
成
ホ
ー
ル
に
１
０
４

人
が
参
集
し
て
盛
大
に
開
か

れ
た
。

小
林
副
会
長
の
司
会
進
行

で
、
ま
ず
上
田
耕
造
大
銀
会

会
長
は
「
こ
れ
ほ
ど
大
勢
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

国
内
で
は
い
ろ
い
ろ
な
災
害

が
あ
り
、
海
外
で
も
イ
ス
ラ

ム
国
の
事
件
も
あ
り
ま
し

た
。
日
本
は
平
和
で
す
。
大

淵
銀
器
さ
ん
に
協
力
し
て
、

こ
の
１
年
間
の
誓
い
を
立

て
、
歓
談
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

次
に
大
淵
銀
器
の
大
淵
恒

夫
社
長
が
「
昨
年
の
６
月
に

は
最
高
の
決
算
を
記
録
し

た
。
今
年
も
順
調
な
売
り
上

げ
を
示
し
て
い
る
。
表
面
上

は
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
す

が
、
中
身
は
も
が
い
て
や
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
皆
さ
ん

と
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
抱
負
を
述

べ
た
。

こ
の
あ
と
来
賓
の
服
部
都

議
会
議
員
、
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
の
中
山
氏
が
挨

拶
を
行
い
、
大
淵
武
則
会
長

が
乾
杯
の
発
声
を
行
い
歓
談

の
場
へ
と
移
っ
た
。

途
中
で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

が
行
わ
れ
、
中
締
め
で
は
、

東
京
金
銀
器
工
業
組
合
の
森

理
事
長
が
行
い
、
小
林
副
会

長
の
閉
会
の
言
葉
で
お
開
き

と
な
っ
た
。

平
和
堂
貿
易
�株
（
本
社
‥

東
京
・
赤
坂
）
は
、
１
月
２４

日
午
前
１１
時
か
ら
千
代
田
区

丸
の
内
の
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ホ
テ
ル
で
、
恒
例
の
２
０

１
５
年
、
年
初
を
飾
る
煌
め

き
の
宝
飾
展「
ビ
ジ
ョ
ル
カ
」

を
開
催
。
本
年
は
１
０
０
年

を
迎
え
た
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ホ
テ
ル
を
会
場
に
国
の
重

要
文
化
財
で
あ
る
赤
煉
瓦
の

駅
舎
や
か
つ
て
の
文
豪
が
愛

し
た
客
室
な
ど
大
正
の
時
代

か
ら
の
伝
統
が
息
づ
く
空
間

に
世
界
中
か
ら
美
し
さ
を
誇

る
宝
飾
品
と
時
計
が
一
堂
に

出
展
さ
れ
、
東
京
駅
開
業
１

０
０
年
の
Ｐ
Ｒ
で
話
題
の
会

場
と
あ
っ
て
大
勢
来
場
者
で

会
場
内
は
活
発
な
商
談
が
行

わ
れ
て
い
た
。

小原理事長が熱く新年の挨拶

大淵恒夫社長が新年の決意

新
春
セ
ミ
ナ
ー
で
下
島
社

長
が
燃
え
る
提
案

シ
ン
プ
ル
さ
と
機
能
性
を

重
視
す
る
と
い
う
点
で
、
デ

ン
マ
ー
ク
と
日
本
の
文
化
に

は
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
デ

ン
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
は
過

去
１
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ

て
日
本
の
影
響
を
受
け
続
け

て
、
今
日
に
お
い
て
も
、
ス

カ
ー
ゲ
ン
の
製
品
に
そ
の
影

響
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

に
と
っ
て
理
想
的
な
背
景
を

提
供
し
て
い
る
。

「
ス
カ
ー
ゲ
ン
（
Ｓ
Ｋ
Ａ

Ｇ
Ｅ
Ｎ
）
」
が
、
１
月
９
日

か
ら
２
月
１４
日
ま
で
の
間
、

東
京
の
中
心
部
に
あ
る
マ
ン

ダ
リ
ン
オ
リ
エ
ン
タ
ル
東
京

の
３８
階
に
大
規
模
な
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
設
置

し
、
ブ
ラ
ン
ド
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
深

く
根
付
い
た
デ
ン
マ
ー
ク
の

デ
ザ
イ
ン
精
神
を
日
本
の
消

費
者
に
ア
ピ
ー
ル
。

ナ
ガ
ホ
リ

新
春
創
作
展

大
に
ぎ
わ
い

�株
ナ
ガ
ホ
リ
（
東
京
都

台
東
区
、長
堀
慶
太
社
長
）

で
は
、１
月
２１
日
、２２
日
に

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
会
議

棟
６
０
５
、
６
０
６
会
議

室
で
「
２
０
１
５
新
春
創

作
展
」を
開
催
し
た
。同
展

に
は
、
新
作
の
ジ
ュ
エ
リ

ー
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
な
ど

展
示
さ
れ
、
大
勢
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

�株
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
社

（
芳
賀
信
享
社
長
）
は
、
１

月
１５
日
に
同
社
会
議
室
で
、

来
る
２
月
４
日
～
６
日
に
東

京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
か
れ
る
「
第
７９
回

東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
春
２
０
１

５
」
及
び
「
第
１７
回
グ
ル
メ

＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
シ

ョ
ー
春
２
０
１
５
」
の
記
者

発
表
を
行
っ
た
。

出
展
社
数
は
１９
の
国
と
地

域
か
ら
２
４
１
６
社
が
出
展

し
、
来
場
見
込
み
客
は
２０
万

人
と
見
込
ん
で
い
る
。

大にぎわいの「新春創作展」

『
臨
時
株
主
総
会
』

ホ
ッ
タ
役
員
改
選

�株
ホ
ッ
タ
は
、
先
に
開
か

れ
た
臨
時
株
主
総
会
な
ら
び

に
取
締
役
会
で
左
記
の
と
お

り
役
員
改
選
を
行
っ
た
。

▽
代
表
取
締
役
社
長
�
堀

田
峰
明
▽
常
務
取
締
役
�
飯

田
薫
▽
取
締
役
（
非
常
勤
、

公
認
会
計
士
・
税
理
士
）
�

石
田
敦
信
（
新
任
）
▽
監
査

役
（
非
常
勤
、
弁
護
士
）
�

美
村
貞
直
▽
執
行
役
員
ロ
レ

ッ
ク
ス
営
業
部
部
長
�
内
山

高
志
▽
同
ウ
オ
ッ
チ
＆
ジ
ュ

エ
リ
ー
事
業
部
部
長
�
小
澤

弘
通
（
新
任
）
▽
同
財
務
部

部
長
�
大
久
保
順
示
▽
同
総

務
部
部
長
�
阿
久
津
桂
子

（
新
任
）。

な
お
、
取
締
役
・
武
内
克

久
は
退
任
し
顧
問
に
就
任
。

時計部品・工具・ベアーバンド

今 井 商 店
秋 田 市 山 王 新 町 ５ ― １２

〒０１０―０９５２ 電 話 ０１８―８６２―３３３１
ＦＡＸ ０１８―８６２―３６５５

天然素材の魅力を
べっ甲の美を求めて

べっ甲製品製造卸

〒５５０―００１５ 大阪市中央区南船場１―６―１５

ＴＥＬ ０６―６２６６―４７８７

平
和
堂
貿
易

年
初
を
飾
る

煌
め
き
の
宝
飾
展
ビ
ジ
ョ
ル
カ

下
島
社
長

が
大
熱
弁

ネ
ク
ス
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
新
し
い

一
歩
は
経
営
者
の
自
己
革
新
か
ら

Ｐ
Ｒ
現
代
新
春
セ
ミ
ナ
ー

セ
ラ
リ
オ
ン

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

プ
リ
モ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

第
２６
回 国際宝飾展

４日間合計

２
万
６
８
２
０
人
が
来
場

３０
か
国
１３０
社
集
結
、日
本
最
多
１２０
万
点
出
品

大
盛
況

海
外
か
ら
続
々

バ
イ
ヤ
ー
殺
到

華やかなジュエリーベストドレッサー表彰式にも熱視線

ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
社

春
の
２
大
展
概
要

ス
カ
ー
ゲ
ン

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露

大
淵
社
長
声
高
々

今
年
も
順
調
な
売
上
げ

日日本本貴貴金金属属文文化化工工芸芸協協同同組組合合

小
原
理
事
長
が
新
年
の
決
意

未
年
の
飛
躍
誓
う
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